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αM が大きいほど増加した。付着確率と Nguyen が提出した付着モデル式を用いて誘導時間を算出し， αM 依
存性を検討した。誘導時間と αM との間に直線関係が認められた。
















第 3 章では，石炭粒子表面の疎水性表面の面積割合 α を測定する手法として，メタニールイエロー吸着法を開発し，
各炭種の α の値の大小関係と，カラム浮選の精炭回収率の大小関係が良く一致することを示した。すなわち，メタ子ー
ルイエロ一吸着法で得られる疎水性面積割合 α は，石炭粒子と気泡との付着機構を説明するノf ラメーターとして有効
であることが分かった。
第 4 章では，単一気泡実験により石炭粒子の付着確率を実験的に求め，疎水性面積割合 α との関係を調べたところ，
粒径毎に付着確率は α の関数として相関されることが分かった。すなわち，カラム浮選成績を定量的に評価するため
に必要な粒子付着確率が，疎水性面積割合 α により定量的に予測できることが分かった。
第 5 章では，カラム浮選装置を設計するために，気泡による粒子同伴効果も含めたカラム浮選予デルを構築した。
モデルの信頼性を確かめるため，回分式のカラム浮選実験結果を説明するように粒子付着確率を定め，その付着確率
の値を用いた連続式操作のカラム浮選成績が実測値と良い一致を示すことを確認した。すなわち，装置・操作設計に
用いることが出来るカラム浮選モテソレを構築した。
以上のように，本論文は，炭種に応じた石炭の基礎物性の測定に基づいてカラム浮選装置・操作の設計手法を提唱
するものであり，従来のノウハウの集積としての設計手法から一歩抜け出たレベルにあると考えられる。博士(工学)
の学位論文として価値があるものと認めるo
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